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論 文 内 容 の 要 旨
『百物語評判』は山岡元隣・元恕親子の編による怪異小説集であり、貞享（1686）年に京の書肆、梶
川常政・杉原正範の手により版行された。大本五巻五冊。序によれば、その内容は俳諧師であり儒者でも
あった山岡元隣宅で開かれた「百物語」の会を、その場に居合わせた「やつがれ」が筆録したものである
という体裁をとっている。本書は怪異譚のみならず、その怪異に対して元隣が是非を判定した「評判」ま
でをも収録しており、その点で一風変わった怪談集であると言える。そのため、これまでの作品研究も、
元隣の「評判」に着目するものが多かった。
本論文は、それら先行研究を踏襲し「評判」の論理を解明するとともに、これまであまり注目されてこ
なかった元隣を中心とする文学グループの存在を明らかにすることを目的としている。
第一章では、「『百物語評判』と諸学問」とのテーマの下に、元隣の「評判」における朱子学と医学の影
響をそれぞれ第一節「朱子学による『評判』」、第二節「医学的知識による評判」において検討している。
元隣は上記二つの学説をおおいに評判の中に駆使していることを丁寧に分析している。ただし、その評判
は先行作品における怪異弁断と重なるところが多いことも指摘し、このことから元隣の評判はすでに存在
する説を援用している可能性が高く、その独自性には欠けるところがあることも否めないとする。しかし
これまで「あいまい」という評価を受けて来た元隣の評判が、必ずしもそうではなく、明確な学問的根拠
を持つものであったと結論づけている。
第二章では、「『百物語評判』と元隣の文学グループ」と題して、作品成立に影響を与えたと考えられる
元隣を中心とした文学グループについて考察している。第一節「『百物語評判』と西村本」では、京都を
拠点として活躍した書肆の西村市郎右衛門未達が元隣同下の俳人であった可能性から、西村書肆グループ
と元隣との交流を検討し、作中における西村本の利用を考察している。第二節「『百物語評判』の情報元
―「近江の油坊譚」からの考察―」では、作中に語られる怪異譚が当時のê説を取り込んだものであるこ
とから、元隣・元恕親子が広い情報網を有していたであろうことを検討している。右の二点から、「百物
語評判」会が、俳諧を中心とした元隣の文学グループによって持たれたのではないかと推測している。
第三章「『百物語評判』と浅井了意」においては、第一節「『新語園』と『本草綱目』」、第二節「『百物
語評判』と『新語園』」という二つのテーマの下、同時期に活躍した仮名草子作家浅井了意と元隣グルー
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プとの影響関係を考察している。了意は作中において、元隣も利用した『本草綱目』を引用しており、こ
の両者が共に、作品の中で医学的知識を用いていたということが言える。さらに元隣の後を引き継ぎ作品
の編集を行った息子の元恕は、加筆部分において了意作の『新語園』【天和（1682）年刊】をしばしば
引用している。怪異を語った了意と、怪異に科学的な評判を施した元隣の二人であるが、その知識源と、
また知識を啓蒙に用いようとする意図において、この両者が近い存在であったことを論じている。
以上のことを総合し、『百物語評判』は、当時の知識人による怪異弁断の総集編とも言うべき論理を備
える教養小説であったこと、また元隣の文学グループが了意との聞に少なくとも間接的な交渉を持ってお
り、また「啓蒙」という意識において両者の意識が一致していたこと、さらに元隣のグループが上方の文
壇において、確固たる地位を占めており、西村書肆を始めとする京都の文壇に強い影響を与えたというこ
とを結論として論を終えている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
寺敬子氏の提出した博士論文審査は2011年月10日に行われたが、審査に先立ち、本博士学位申請論文
の公開発表会を文学部新館 Fで行った。審査委員以外にも人の参加があり、フロアからも質疑がな
されたが、その場での質疑応答も本報告には反映されている。
審査委員副査は日本近世文学に時代的に隣接する中世文学を専門とする北村昌幸氏、中世日本史特に怪
異に造詣の深い西山克氏、外部審査委員として、上田秋成など日本近世文学を専門とする広島女学院大学
文学部教授金田文雄氏に加わっていただき、審査いただいた。
まず、論文の独自性、方向性、研究方向などの構想面から審査を行った。本論文は、未だ先行研究の少
ない『百物語評判』を学術的に本格的研究対象としたことに特色が見いだせる。同書は山岡元隣・元恕親
子の編による怪異小説集であることは自明であるが、京の書肆、梶川常政・杉原正範の手により版行され
たものの、主たる作者も、作者と版元との関係も、出版動機も、成立過程も不明な点が多い。寺氏はそれ
ら諸問題を学界における現在の研究状況を熟知したうえで、出来る限りの資料の範囲で一つ一つを丁寧に
分析し、なおかつ、独自の論を構築しようとしていることを確認した。
次に細部にわたっての審査が行われた。「第一章『百物語評判』と諸学問」では、元隣による科学的解明、
すなわちここで言う「評判」に特色があるとされながら、その評判は科学的根拠に乏しく「曖昧」である
との批判を受けて来たことについて、元隣の評判がどのような学問をベースとするのかを検討し、再考し
ている。その「第一節 朱子学による「評判」」は当時、元隣が入手可能であった和漢の書から、朱子学
や陰陽五行論の影響が強く見られることを先行研究の成果を踏まえ検証している。特に元隣が利用した可
能性の高い『性理大全』を用いて、元隣の評判に多用される論理が、鬼神論に拠っていることを論証して
いる点は高く評価できる。寺氏はそれをさらに「「儒者の怪異弁断」の系譜」として、先行する仮名草子
の中に、朱子学を用いた元隣と同様の論理が見られることを指摘しているが、審査委員から指摘された後
の明治期の井上円了への系譜については否定し、『百物語評判』が弁惑物の系譜にも連なる性格を有して
いることを主張した。
この主張はすでに論文第一章の前半でも論じていることで、「第二節 医学的知識による「評判」」とし
て、評判に見える医学の影響を『医学正伝』や『万病回春』といった、当時の医学書としての名著が利用
されている箇所を明らかにしながら、それが純粋な医学利用ではなく、医学の怪異分析への援用に過ぎな
いとしているのである。
この元隣の「あいまいさ」の矛盾に対しても質疑があったが、寺氏はまず、第一章で解明した医学的な
内容の章段に限らず、元隣は怪異や自然現象の分析にあたっても医学的知識を利用している方法を回答と
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した。論文では「評判」と『類経』『万病回春』といった医学書との論旨の一致として答えている。しかし、
矛盾点は本草学の利用については、これも名著『本草綱目』を利用しながら、怪異の正体を博物学的に明
らかにしようとする元隣の姿勢があると答えるのである。すなわち、この元隣の「あいまいさ」は寺氏の
本論文の眼目となっているのである。具体的には、作中で語られる「狗神」や「轆轤首」といった怪異は
病の一種であると考えられており、それにまつわる怪異譚が元隣と医師のネットワークの間で語られてい
たと想像できるとする第一章の結論に集約されているのである。
第二章「第一節 『百物語評判』と西村本」は先行研究の中嶋隆氏の西村本の研究成果に負うところが
多いが、中嶋氏が論じきれなかった元隣・元恕の俳諧を中心とした文学グループの存在と「百物語評判」
会の一致に言及している。「第二節 『百物語評判』の情報元―「近江の油坊譚」からの考察―」は、その
典拠、伝承を博捜し、地道な成果となっている。
この「油坊」のモチーフについては審査委員より多くの示唆を得たが、この他の『百物語評判』の話の
情報元にも今後のさらなる元隣・元恕の文学グループ解明の手かがりが潜んでおり、このことを解明する
ことが寺氏の今後の研究課題であることも明らかにされた。
その意味では、「第三章『百物語評判』と浅井了意」「第一節『新語園』と『本草綱目』」「第二節『百物
語評判』と『新語園』」と展開する元隣・元恕の文学グループと浅井了意の関係を明らかにしようとする
試みは、今後の研究方向の試金石として高く評価できるのである。
以上、提出論文審査委員名は、論文審査、口頭試問ならびに公開発表会の結果から、寺敬子氏が本論
文よって博士（文学）の学位を受けるに値すると判断して、ここに報告申し上げる次第である。
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